
第234号 平成28（2016）年８月１日発行

鎌 倉 市 議 会

編集発行：鎌倉市議会広報委員会

〒248-8686　鎌倉市御成町18番10号
電話：0467（23）3000　　内線 2448　　FAX：0467（23）5825

メール：gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp
鎌倉市議会ホームページ………………… 鎌倉市議会 検索

⃝定例会の主な動き
本会議（６/15～21）························議長、副議長等、新役員の決定、

一般質問、議案上程、採決	 （１～４面）
各常任委員会等（６/22～29）··········議案・陳情審査等		 （２～４面）
本会議（６/30）·······························委員長報告、議案上程、採決		 （３・４面）

⃝定例会の概要
◦�今定例会では、議長、副議長選挙および議会選出の監査委員の選任につい
て同意したほか、各常任委員会等の委員構成を変更しました。また19名の
議員が一般質問を行いました。

◦�市長提出議案として、条例関係議案８件、補正予算議案３件、専決処分承
認議案７件、その他議案９件を可決・承認し、副市長および固定資産評価
員の選任議案に同意しました。

◦�議会提出議案として、「文化庁を初めとする日本政府等に対して北鎌倉隧道
が所在する尾根の文化財的価値の検証並びに安全対策に当たって適切な支
援・助言・関与を求める意見書」ほか８件を可決、継続審査となっていた平
成27年度議会議案第32号「鎌倉市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について」を否決、請願２件および陳情３件を採択しました。

平成28年６月定例会（６月15日～６月30日）
議会新役員、常任委員会等の委員構成が決定

【今後の定例会開会予定日】　９月定例会：９月７日（水）　12月定例会：12月７日（水）　２月定例会：平成29年２月８日（水）

　６月15日の本会議冒頭において、議長、副議長の選
挙を行い、議長に中澤克之議員が、副議長に久坂くに
え議員が選出されました。
　また、議会選出の監査委員については、長嶋竜弘議
員が選任されました。
　なお、常任委員会等の委員構成についても変更があ
り、次の表のとおりとなりました。

　平成28年５月14日（土）・15日（日）に議会報告会&意見聴取会を
大船行政センター第1集会室、鎌倉市役所議会全員協議会室にて開催
しました。
　議会報告会では、各常任委員会と一般会計予算等審査特別委員会の
正・副委員長から、２
月定例会での審査内容
について報告があり、
その後、意見聴取会で
はご参加いただいた市
民の方と議員が直接対
話し、市政や議会に対
する意見交換を行いま
した。

　鎌倉市議会では、定期的に議員・事務局職員研修会を開催しています。
平成28年度第１回目の研修会では、お茶の水女子大学大学院人間文化
創成科学研究科教授　石井クンツ昌子氏をお招きし、「地域から考える
男女共同参画社会の現在と近未来の課題」を演題として開催しました。

日時：平成28年８月25日（木）14時〜
会場：鎌倉市役所議会全員協議会室
演題：�「多機関連携によるリスクマネジメ

ント－児童虐待問題を事例として」
講師：�専修大学法学部准教授　鈴木潔氏
聴講希望の方は議会事務局までお申し込
みください。

議会報告会&意見聴取会を
実施しました

議員・事務局職員研修会を
開催しています

常任委員会等の
新しい委員構成

※鎌倉市議会では、申し合わ
せにより議長、副議長などの
議会役員については任期を１
年とし、６月定例会で改選す
ることとしています。

委員会 所管事項 各委員会の所属議員（◎委員長　○副委員長）

総務常任委員会 市の総合計画・税金・消防・防災
など

◎河村　琢磨　○渡邊昌一郎　中澤　克之　保坂　令子
　岡田　和則　　永田磨梨奈　吉岡　和江

教育こどもみらい
常任委員会 学校教育・子育て・文化財など ◎納所　輝次　○竹田ゆかり　千　　一　

　久坂くにえ　　前川　綾子　髙橋　浩司

観光厚生常任委員会 福祉・ごみ・観光・産業・市民
活動など

◎日向　慎吾　○渡辺　隆　　西岡　幸子　
　三宅　真里　　上畠　寛弘　山田　直人

建設常任委員会 景観・開発・道路・河川・下水道
など

◎赤松　正博　○池田　実　　長嶋　竜弘　小野田康成
　中村聡一郎　　大石　和久　松中　健冶

議会運営委員会 定例会の会期、議案審査の順番、
本会議の進行の確認など

◎上畠　寛弘　○中村聡一郎　河村　琢磨　長嶋　竜弘
　三宅　真里　　納所　輝次　小野田康成　髙橋　浩司
　山田　直人　　赤松　正博

議会広報委員会 議会だよりの編集・発行など ◎保坂　令子　○永田磨梨奈　西岡　幸子　前川　綾子
　渡辺　隆　　　上畠　寛弘　吉岡　和江

第１回目の研修会の様子

次回は

久坂くにえ副議長 中澤克之議長 長嶋竜弘監査委員

新役員が決定しました
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一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
６
月
定
例
会
で
は
19
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
９
月
上
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
を

図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会
議
録
検
索
シ
ス

テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

　

北
鎌
倉
隧
道
に
お
け
る
開
削
工

事
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質
問
…
北
鎌
倉
隧
道
に
つ
い
て
文

化
庁
と
の
間
で
や
り
と
り
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
話
の

趣
旨
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長
…
北
鎌
倉
隧
道
が
所
在
す
る

尾
根
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
円
覚
寺
境
内
絵
図

に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
重

要
で
あ
り
、
そ
の
文
化
財
的
価

値
に
つ
い
て
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討

を
行
う
べ
き
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　
　

こ
れ
に
対
し
、
本
市
に
は
文

化
財
専
門
委
員
会
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
外
部
委
員
会
は
設
置
せ

ず
、
同
委
員
会
に
専
門
家
を
招

い
て
意
見
を
聞
き
た
い
と
考
え

て
い
る
旨
、
説
明
を
行
っ
た
。

質
問
…
外
部
か
ら
招
く
専
門
家

は
、
ど
の
よ
う
な
方
を
選
任
す

る
の
か
。

文
化
財
部
長
…
尾
根
の
文
化
財
的

価
値
に
つ
い
て
純
粋
に
学
術
的

見
地
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
歴
史
学
な

ど
の
見
識
を
有
し
、
鎌
倉
の
こ

と
を
議
論
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

方
を
選
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
…
現
在
中
断
し
て
い
る
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

都
市
整
備
部
長
…
工
事
対
象
箇
所

の
大
半
が
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県

と
の
協
議
に
よ
り
、
道
路
区
域

外
の
崖
面
の
安
全
確
保
の
た

め
、
工
事
区
域
の
拡
大
が
必
要

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
新

た
な
図
面
等
の
作
成
や
、
関
連

　

本
市
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
平
成
27
年
４
月
か
ら
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
（
※
）
が

施
行
さ
れ
、
本
市
で
も
法
に
規

定
さ
れ
た
必
須
事
業
で
あ
る
自

立
相
談
支
援
事
業
と
住
宅
確
保

給
付
金
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
自
立
相
談
支
援
の
相
談
実

績
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
平
成
27
年
度
実

績
で
相
談
件
数
は
１
９
５
件
で

あ
り
、
年
代
別
に
は
、
40
～
50

代
が
81
件
と
全
体
の
約
４
割
、

次
い
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

54
件
で
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
…
１
９
５
件
の
相
談
の
経
路

と
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
経
路
と
し
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
や
、

民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
関
係

者
の
紹
介
が
１
３
５
件
と
多

く
、
次
い
で
、
本
人
か
ら
の
連

絡
が
37
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

内
容
と
し
て
は
、
収
入
や
生

活
費
に
関
す
る
こ
と
が
一
番
多

く
、
以
下
、
病
気
や
健
康
、
障

害
、
仕
事
探
し
、
就
職
、
住
ま

い
の
相
談
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
…
市
と
し
て
は
、
潜
在
的
な

生
活
困
窮
者
の
数
を
ど
の
程
度

と
捉
え
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
潜
在
的
な
生
活
困
窮
者

の
捉
え
方
と
し
て
は
、
市
・
県

民
税
の
非
課
税
者
と
す
る
考
え

方
と
、
総
務
省
が
実
施
し
て
い

る
労
働
力
調
査
に
お
け
る
完
全

失
業
率
で
、
労
働
力
人
口
を
除

し
た
人
数
と
す
る
考
え
方
が
あ

る
が
、
後
者
の
ほ
う
が
よ
り
現

実
的
な
数
字
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
平
成
28
年
４
月
の
完
全
失

業
率
３
・
２
％
か
ら
算
出
し
た

場
合
、
本
市
の
潜
在
的
な
生
活

困
窮
者
は
約
５
千
人
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

質
問
…
10
月
か
ら
は
学
習
支
援
も

実
施
予
定
と
聞
く
が
、
ど
の
よ

う
な
形
で
実
施
す
る
の
か
。

同
部
長
…
居
場
所
づ
く
り
と
い
う

こ
と
を
基
本
と
し
た
学
習
支
援

等
を
考
え
て
お
り
、
対
象
者
は

生
活
困
窮
世
帯
お
よ
び
生
活
保

護
受
給
世
帯
の
小
学
生
か
ら
高

校
生
、
高
校
中
退
者
、
中
学
校

卒
業
後
の
進
路
未
定
者
の
う

ち
、
未
成
年
者
を
対
象
と
し
て

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
個
別
の
課
題
に
丁
寧
に
対

応
す
る
と
い
う
意
味
で
、
子
ど

も
の
生
活
の
背
景
に
ま
で
迫

り
、
問
題
を
解
決
し
、
学
習
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
初
め

て
、
学
習
支
援
が
行
き
届
く
と

言
え
る
と
思
う
。
市
が
考
え
る

事
業
の
在
り
方
を
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
学
習
に
対
す
る
取
り
組

み
方
や
習
慣
付
け
等
に
関
す
る

支
援
も
事
業
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
に
対

し
て
も
学
習
の
重
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
保
護
者

を
含
め
た
個
々
の
世
帯
の
実
情

に
応
じ
た
丁
寧
な
支
援
に
努
め

た
い
。

す
る
許
可
等
に
つ
い
て
、
変
更

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
…
今
後
、
当
該
尾
根
に
対
す

る
方
針
を
決
定
し
て
い
く
際
に

は
、
文
化
庁
等
と
き
ち
ん
と
協

議
し
て
い
く
の
か
。

市
長
…
こ
れ
か
ら
、
文
化
財
専
門

委
員
会
で
の
議
論
に
入
っ
て
い

き
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
尾
根

の
測
量
や
樹
木
の
伐
採
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
議
論
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
、
同

委
員
会
の
協
議
結
果
を
受
け
、

方
針
を
決
定
し
て
い
く
際
に

は
、
当
然
、
文
化
庁
に
も
意
見

を
聞
い
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

質
問
…
当
該
尾
根
の
測
量
や
樹
木

を
伐
採
す
る
際
に
、
安
全
対
策

の
た
め
、
隧
道
に
モ
ル
タ
ル
を

充
塡
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長
…
隧
道
上
部
に
人
が
乗
る
場

合
は
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
モ
ル
タ
ル
を
充
塡
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
が
、
調
査
終

了
後
は
、
モ
ル
タ
ル
は
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
通

し
を
持
つ
中
で
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
…
モ
ル
タ
ル
を
充
塡
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
尾
根
の
文
化

財
的
価
値
に
対
す
る
影
響
が
危

惧
さ
れ
る
。
こ
の
手
法
自
体
も

文
化
庁
に
意
見
を
聞
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

市
長
…
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

◆
７
月
８
日
に
外
部
有
識
者
を
招

い
て
、
文
化
財
専
門
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
鎌
倉
隧
道
開
削
工
事
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
つ
い
て

一般質問項目一覧
①渡辺　隆（みんな）
１　総合グラウンドの建設
２　和賀江嶋の保全・活用
３　農業振興
４　保育・介護施設の確保
５　防災
②河村　琢磨（みんな）
１　�フィンテック（ＦｉｎＴｅｃｈ）によ

る行財政改革について
２　�ソーシャル・インパクト・ボンドを活

用した地域振興について
３　�国際規格ＩＳＯ55001による下水道イ

ンフラ管理について
４　�障害者差別解消支援地域協議会という

考え方について
③上畠　寛弘（公正）
１　市長の政治姿勢等
２　人事労務戦略
３　未来への投資としての子育て支援
４　�現状の監査とその限界、これまでの決

算
５　�不適切な事務等一連の市長、両副市長

の責任

④松中　健治（無所属）
１　給食におけるアレルギー対策
　　（保育園、学校）
２　旧法務局跡地保育園活用、
　　麻生財務大臣陳情、今後の手続き
３　工事計画と工事経過情報発信、広報
４　文化財保存、釈迦堂切り通し、その影響
５　�新しい文化財ビューポイントライブカメラ
　　長谷小路周辺遺跡、石碑等
６　国道134号線等の交通渋滞対策
７　�防災対策、地震対策、活断層、津波、

災害対策、ガレキ等
８　旧ＪＲ工場跡地計画の見直し
　　下水道一元化、下水道部復活
９　大清掃工場を旧ＪＲ工場跡地に
⑤赤松　正博（日本共産党）
１　北鎌倉隧道の保全と活用について
⑥池田　実（鎌倉みらい）
１　災害対策について
２　自治体における危機管理について
３　若者支援について
⑦吉岡　和江（日本共産党）
１　�市民生活の安心安全なくらしを守り、

充実するために
　⑴ごみ問題について
　⑵交通バリアフリーとの関係で
　⑶住宅について

　⑷子育て支援について
　⑸健康づくりの推進について
　⑹職員の資質向上と体制について
⑧三宅　真里（神奈川ネット鎌倉）
１　生活困窮者自立支援について
２　介護保険サービスについて
３　自治町内会館について
⑨髙橋　浩司（鎌夢会）
１　行財政改革について
⑩渡邊　昌一郎（無所属）
１　�松尾市長の経営能力と改革に向けた本

気度を問う
⑪千　一（無所属）
１　�重度障がい者の貧困と介護家族について
２　ふれあい収集の範囲をもっと広く
３　�生活保護の制度をもっと広く使えるよ

うに
４　音の出る信号をもっと多く
５　�４月から施行された障がい者差別解消

法と合理的配慮について
⑫西岡　幸子（公明党）
１　鎌倉ブランド野菜について
２　�子育て支援と青空自主保育などの野外

教育について
３　動物との共生社会のために
⑬日向　慎吾（鎌夢会）
１　海水浴場について

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

　
経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度

の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
対
し

て
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
定
め
た
法
律
。

　
各
自
治
体
に
お
い
て
、
必
須
事

業
で
あ
る
自
立
相
談
支
援
、
住
居

確
保
給
付
金
の
支
給
、
任
意
事
業

で
あ
る
就
労
準
備
支
援
、
家
計
相

談
支
援
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど

も
の
学
習
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

用
語
の
解
説

２　災害対策について
３　マイナンバーについて
４　ユニバーサルデザインについて
⑭竹田　ゆかり（無所属）
１　図書館の運営体制について
２　�教育大綱－重点的施策のとりくみにつ

いて
⑮山田　直人（鎌倉みらい）
１　観光行政における危機管理について
２　鎌倉市人口ビジョンについて
⑯久坂　くにえ（みんな）
１　コンプライアンスの強化に向けて
２　�まち・ひと・しごと創生総合戦略につ

いて
⑰永田　磨梨奈（鎌夢会）
１　市役所の就労環境について
２　地域の安心・安全について
⑱岡田　和則（無所属）
１　�市長の政治姿勢について（北鎌倉の景

観（又は史跡等）や文化行政について）
２　その他
⑲保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
１　公正で透明な市政運営に向けて
２　地方創生の施策について
３　防災について
４　下水道等インフラの整備について

平成25年７月23日時点

平成27年４月28日時点



（３）　　第２３４号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成28年８月１日

建設常任委員会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総務常任委員会

　６月23日開催の観光厚生常任委員会では、議案４件、報告事
項等16件の審査および一般会計補正予算議案の予備審査を行い
ました。

　６月24日開催の建設常任委員会では、議案５件、陳情１件、
報告事項16件および一般会計補正予算議案の予備審査を行いま
した。

　６月27日および28日開催の総務常任委員会では、議案８件、
議会議案１件、請願１件、陳情３件、報告事項９件の審査およ
び決議文案の協議を行いました。

　６月22日開催の教育こどもみらい常任委員会では、議案３件、
請願１件、陳情２件、報告事項６件の審査および一般会計予算
議案の予備審査を行いました。

議案第16号（鎌倉市企業活動拠点整備事業選定委員会条例の制定）
　「鎌倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく事業として、国
の地方創生加速化交付金を活用して実施する、市内の空き家、空き店舗
等を活用した企業活動の拠点整備に対する支援のための補助金交付事業
について、対象事業の適正かつ公平な選定を行うため、鎌倉市企業活動
拠点整備事業選定委員会を地方自治法第138条の４第３項の規定に基づ
く付属機関として設置するものです。
　委員会では、一部委員から「原局への質疑を通じ、所管部局の対応に
は受動的な部分が感じられたが、本来、産業振興というものは、市がビ
ジョンを持って能動的に対応しなければ意味がなく、また、企業誘致の
面では、門戸をIＴ企業だけに狭めるのではなく、幅広い視点で考えて
いくべき」「市民活動部は、交付金の申請等を行った経営企画部の考え
方を引き継いで、『市民のための施策』という視点をもって、今後の事
業を積極的な姿勢で進めていってほしい」との意見が出されましたが、
多数の賛成で可決されました。

報告事項（（仮称）鎌倉市空家等対策計画等の策定の進捗状況）
　空き家対策について総合的な推進を図るため、本年４月１日付で、ま
ちづくり政策課に「空き家対策担当」を設置し、関係部署と連携を取り
ながら事務を進めており、平成28年度の取り組みとして、空き家等に関
する対策を「空家等対策の推進に関する特別措置法」の規定に基づき、
６月定例会に提案された「鎌倉市空家等対策協議会条例」の制定をもっ
て協議会を設置し「（仮称）鎌倉市空家等対策計画」および「（仮称）鎌
倉市特定空家等に対する措置に関するガイドライン」を、業務委託の支
援を受けながら策定するとのことです。現在は、当該業務の受託者とと
もに平成27年度に建築住宅課が実施した「空き家実態調査」の結果から、
本市の現状把握や課題整理に着手したとのことで、今後は、抽出された
課題をもとに、対策計画およびガイドラインの検討を進め、12月実施予
定のパブリックコメントでの市民意見や協議会からの意見等を踏まえ、
平成28年度中の策定を目指して取り組んでいくとのことです。
　委員会では、総員により了承されました。

請願第２号（旧横浜地方法務局鎌倉出張所跡地を保育園として施設配置の
観点から早期の活用をすることを鎌倉市議会として、鎌倉市に促すことを求
める請願書）
　この請願は、鎌倉市における待機児童解消のため、旧横浜地方法務局
鎌倉出張所跡地を、保育園として活用できるように、議会が市に働きか
けることを求めるものです。市もこの跡地については、津波浸水区域外
であることや、鎌倉駅に近いことで多くの利用者が見込めるなど、跡地
を活用することは新たに保育園を建設するより早期に対応できるとして
います。市は現在、この跡地を管理する関係機関と協議・検討を重ねて
おり、早期に活用できるよう、取り組んでいきたいとしています。
　委員会では、既に関係機関との協議が進んでいる状況であることから
継続審査とすべきという意見と、切実な保育ニーズがある中で迅速な対
応が必要であることから結論を出すべきという意見に分かれましたが、
多数により結論を出すこととし、継続審査を主張した委員も加わった上
で採決を行った結果、総員の賛成で本請願は採択されました。

議案第10号（工事請負契約の締結）
　（仮称）由比ガ浜こどもセンター建設工事についての請負契約を、ア
イグステック株式会社（藤沢市大庭5404番地７）と、契約金額７億7,749
万２千円（消費税額含む）で締結するものです。なお、工事の竣工は平
成29年６月の予定です。
　委員会では、総員の賛成で可決されました。

議案第11号（工事請負契約の締結）
　（仮称）由比ガ浜こどもセンター建設工事（機械設備）についての請
負契約を、株式会社ニッセツ（横浜市泉区中田西１丁目21番５号）と、
契約金額１億6,664万４千円（消費税額含む）で締結するものです。なお、
工事の竣工は平成29年６月の予定です。
　委員会では、総員の賛成で可決されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します

　

５
月
30
日
に
議
会
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、
市
長
か
ら
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
報
告

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎�

不
適
切
な
事
務
処
理
に
関
す
る

調
査
委
員
会
の
中
間
報
告
に

つ
い
て

　

平
成
27
年
９
月
定
例
会
に
お
け

る
一
般
質
問
に
お
い
て
、
有
効
期

限
切
れ
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た
予

防
接
種
お
よ
び
白
紙
請
求
書
を
使

用
し
た
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

事
実
関
係
の
調
査
、
原
因
究
明
お

よ
び
再
発
防
止
策
の
策
定
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
不

適
切
な
事
務
処
理
に
関
す
る
調
査

委
員
会
」を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、

生
活
保
護
費
の
盗
難
の
疑
い
が
発

覚
し
、
そ
の
背
景
と
し
て
支
給
事

務
に
お
け
る
不
適
切
な
公
金
管
理

の
事
務
処
理
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
併

せ
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

調
査
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
中
間
報
告
す
る
。

　

ま
ず
、
予
防
接
種
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
22
年
度
以
降
、
計
40

件
の
誤
接
種
が
判
明
し
た
。
こ
の

調
査
結
果
を
受
け
、
鎌
倉
市
医
師

会
と
の
協
議
・
調
整
を
重
ね
、
再

発
防
止
策
と
し
て
、
提
出
書
類
の

様
式
、
事
務
の
流
れ
、
役
割
分
担

を
見
直
す
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。

　

次
に
、白
紙
請
求
書
を
使
用
し
た

事
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
平
成
27
年
度
の
間
で
、
計
１

万
６
５
６
件
あ
っ
た
。
白
紙
請
求

書
を
使
用
し
て
し
ま
っ
た
主
な
理

由
は
、
事
務
の
効
率
化
や
支
払
先

の
負
担
軽
減
の
た
め
で
あ
り
、
請

求
金
額
自
体
に
つ
い
て
の
不
正
は

な
か
っ
た
。
再
発
防
止
策
と
し
て
、

現
在
の
事
務
処
理
の
再
点
検
や
職

員
研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
職

員
の
意
識
改
革
を
徹
底
し
て
い
く
。

　

次
に
、
生
活
保
護
費
支
給
事
務

の
不
適
切
な
事
務
処
理
等
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
全
容
解
明
に
向

け
て
調
査
し
て
い
く
と
と
も
に
、

再
発
防
止
策
と
し
て
、
公
金
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
事
務
処
理

方
法
の
改
善
等
の
対
策
を
実
施
し

て
い
く
。

◎�

稲
村
ガ
崎
に
お
け
る
下
水
流
出

に
つ
い
て

　

４
月
22
日
に
稲
村
ガ
崎
で
下
水

管
が
破
損
し
た
問
題
に
つ
い
て
、

仮
設
管
の
設
置
工
事
が
５
月
27
日

に
完
了
し
、
海
へ
の
放
流
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
、
海
水
の
水
質
は

改
善
さ
れ
た
。
今
後
は
、
本
復
旧

に
向
け
て
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
を
進
め
て
い
く
。

全
員
協
議
会

請
願
・陳
情
の
議
決
結
果

　

今
定
例
会
で
は
２
件
の
請
願
、

12
件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
２
件
お
よ
び
陳
情
３
件
を

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員
の

賛
成
に
よ
り
採
択
し
た
ほ
か
、
陳

情
１
件
を
議
決
不
要
、
３
件
を
継

続
審
査
と
し
、
４
件
を
全
議
員
に

配
付
し
ま
し
た
。（
陳
情
１
件
は

取
り
下
げ
）

【
採
択
し
た
請
願
】

◇
子
供
達
と
高
齢
者
の
歩
行
空
間

の
安
全
を
守
る
為
、
生
活
道
路

に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講

じ
る
よ
う
、鎌
倉
市
に
対
し
て
、

働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
書

請
願
の
要
旨

　

市
内
に
お
け
る
生
活
道
路
へ
の

車
両
流
入
の
増
加
に
伴
い
、子
ど
も

た
ち
と
高
齢
者
の
安
全
が
脅
か
さ

れ
て
お
り
、
車
両
と
の
接
触
事
故

も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生

活
道
路
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
安

全
を
守
る
た
め
、
市
に
対
し
て
あ

ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
よ
う
働
き

か
け
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
旧
横
浜
地
方
法
務
局
鎌
倉
出
張

所
跡
地
を
保
育
園
と
し
て
施
設

配
置
の
観
点
か
ら
早
期
の
活
用

を
す
る
こ
と
を
鎌
倉
市
議
会
と

し
て
、
鎌
倉
市
に
促
す
こ
と
を

求
め
る
請
願
書

請
願
の
要
旨

　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
同
跡

地
を
、
国
と
協
力
の
上
、
保
育
園

と
し
て
早
期
に
活
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
と
し
て
市
に
働
き

か
け
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇
「
避
難
所
想
定
施
設
へ
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
供
給
体
制
」
に

つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

大
規
模
震
災
発
生
時
に
避
難
所

が
開
設
さ
れ
、
避
難
生
活
が
長
期

に
わ
た
る
場
合
、
足
腰
の
弱
い
高

齢
者
や
食
事
介
助
な
ど
が
必
要
な

避
難
者
に
対
し
、
最
低
限
の
衣
食

住
回
復
・
維
持
の
た
め
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
必
要
不
可
欠
な

資
材
と
な
る
こ
と
か
ら
、
震
災
発

生
後
、
迅
速
に
供
給
可
能
な
体
制

の
整
備
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
政
務
活
動
費
が
不
正
流
用
さ
れ

な
い
た
め
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

の
一
般
公
開
を
行
う
こ
と
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
が
即

座
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
で
の
一
般
公
開
を
行
う
よ

う
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
北
鎌
倉
駅
大
船
側
臨
時
改
札
口

を
改
札
口
に
し
て
頂
く
為
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　
Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
の
大
船
側
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
学
生
を
対
象
に

時
間
指
定
の
出
口
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
住
民
の
利
便
性
を
考
慮

し
、
出
入
り
口
と
し
て
の
改
札
口

を
つ
く
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。
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今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
議

案
９
件
が
、
市
長
か
ら
議
案
29
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案

の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お
け
る
議

決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

本
件
は
、
平
成
28
年
２
月
定
例

会
に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
議
案
で
あ
り
、
職
員
給
与
か

ら
鎌
倉
市
職
員
労
働
組
合
の
組
合

費
を
控
除
す
る
、
い
わ
ゆ
る

チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
に
つ
い
て
、
本
条

例
制
定
以
降
、
労
働
基
準
法
に
お

い
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
労
使

協
定
を
一
度
も
締
結
せ
ず
に
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ

に
関
す
る
組
合
員
ご
と
の
委
任
状

も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
等
か

ら
、
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
を
廃
止
す
べ

く
所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
お
よ

び
変
更
な
ら
び
に
実
施
に
関
す
る

調
査
審
議
を
行
う
た
め
、
鎌
倉
市

空
家
等
対
策
協
議
会
を
法
の
規
定

に
基
づ
く
付
属
機
関
と
し
て
設
置

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

条例 第16号 鎌倉市企業活動拠点整備事業選定委員会条例の制定について 可決
補
正
予
算

第24号 平成28年度鎌倉市一般会計補正予算（第２号）
（鎌倉芸術館設備改修事業等） 可決

第25号 平成28年度鎌倉市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
（稲村ガ崎における下水流出対応） 可決

そ
の
他

第15号 指定管理者の指定について（梶原子ども会館） 可決
第28号 鎌倉市副市長の選任について 同意

議
会
議
案

第５号
文化庁を初めとする日本政府等に対して北鎌倉隧道が所在する尾
根の文化財的価値の検証並びに安全対策に当たって適切な支援・
助言・関与を求める意見書の提出について

可決

第６号 北鎌倉隧道が所在する尾根の文化財的価値の公正な検証を求める決議について 可決

第７号
生活保護費盗難や不適切な事務処理など不祥事によって鎌倉市が
市民からの信頼を著しく失墜させたことについて松尾市長に対し
て猛省を求める決議について

可決

H27
第32号 鎌倉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 否決

請
願 第２号

旧横浜地方法務局鎌倉出張所跡地を保育園として施設配置の観点
から早期の活用をすることを鎌倉市議会として、鎌倉市に促すこ
とを求める請願書

採択

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌
倉
み
ら
い

公

正

と

法

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・

鎌

倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

永
田　
磨
梨
奈

小
野
田　
康
成

渡
辺　
隆

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

中
村　
聡
一
郎

大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

池
田　
実

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

上
畠　
寛
弘

中
澤　
克
之

長
嶋　
竜
弘

吉
岡　
和
江

赤
松　
正
博

三
宅　
真
里

保
坂　
令
子

千　
　
一

竹
田　
ゆ
か
り

岡
田　
和
則

渡
邊　
昌
一
郎

松
中　
健
治

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ―
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○

― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　－：反対　退：退席

　会　派　名

　議　員　名
主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決

結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中澤克之議員は議長のため、採決には参加し
ていません。

※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※平成28年５月９日付で、上畠寛弘議員、中澤克之議員、長嶋竜弘議員が「公正と法」を結成。平成28年６月30日付で、「日本共産党鎌倉市議会議員団」の代表者は吉岡和江議員に変更。

議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で

は
、
こ
の
６
月
議
会
か
ら
、
常
任

委
員
会
の
中
継
に
関
し
て
小
さ
な

改
善
を
行
い
ま
し
た
。
議
場
の
映

像
の
右
側
に
当
日
の
日
程
を
掲
げ

て
い
ま
す
が
、「
中
継
を
見
て
も

ど
の
日
程
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
」
と
の
声
を
受
け
、
映

像
の
下
の
方
に
、
審
査
中
の
日
程

を
表
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
昨

年
８
月
１
日
号
か
ら
、
４
つ
の
常

任
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
紙

面
を
設
け
た
こ
と
に
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
か
。
今
年
度
は
４
年
の
任

期
の
最
終
年
で
す
の
で
、
大
幅
な

紙
面
構
成
の
刷
新
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
次
期
に
向
け
て
「
読
ま
れ
る

議
会
だ
よ
り
」
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
保
坂
令
子
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長　
保
坂　
令
子

　
副
委
員
長　
永
田
磨
梨
奈

　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
前
川　
綾
子

　
委　
　
員　
渡
辺　
　
隆

　
委　
　
員　
上
畠　
寛
弘

　
委　
　
員　
吉
岡　
和
江

編
集
後
記

号
）、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総

員
の
賛
成
で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

鎌
倉
芸
術
館
設
備
改
修
事
業
に

係
る
経
費
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

交
付
事
務
に
係
る
経
費
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係

る
経
費
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
お
よ
び
旧
村
上
邸
寄

付
受
納
に
係
る
経
費
、
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る

経
費
等
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
４
億
７

５
４
３
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
総
額
は
６
１
８
億
６
０
０
９
万

円
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
５
億
９
３
７

４
万
６
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
総
額
は
91
億
７
９
３
０
万
６
千

円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
３
８
３
万
３

千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
２
２
６
億
７
８
３
万
３
千
円
と

な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
２
件
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
鎌
倉
市
芸
術
館
条
例
に
定
め
る

鎌
倉
芸
術
館
の
指
定
管
理
者
を
、

サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
、
共
同
事
業
体
代

表
者
、
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
指
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
期
間
は

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
12
月
31
日
ま
で
の
３
カ
月
間
で

す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
鎌
倉
市
子
ど
も
会
館
条
例
に
定

め
る
鎌
倉
市
梶
原
子
ど
も
会
館
の

指
定
管
理
者
を
、
株
式
会
社
セ
リ

オ
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
期
間
は
平
成
28
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

２
年
６
カ
月
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

副
市
長
の
選
任

　

市
長
か
ら
副
市
長
の
選
任
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し

ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

小
礒
一
彦
氏
（
山
崎
在
住
）

　

小
礒
氏
は
、
市
民
活
動
部
長
、

都
市
整
備
部
長
な
ど
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
６
月
16
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て
の
議

案
に
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
同
意

し
ま
し
た
。

　

松
永
健
一
氏
（
市
総
務
部
長
）

今定例会で、下記の意見書提出及び決議に係る議会議案を可決しました。
なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関係機関に
送付しました。

可決した意見書・決議

（意見書の提出）
・�台湾出身者の戸籍表記の早期是正を求める意見書
・�中国政府に対して人権状況の改善を促し、日本政府と国会に対して必要
な外交措置や人道的措置等を求める意見書

・�核兵器なき世界の実現を求める意見書
・�安倍内閣の責任として北朝鮮による日本人拉致問題の早急な全面解決と
再発防止を求める意見書

・�文化庁を初めとする日本政府等に対して北鎌倉隧道が所在する尾根の文
化財的価値の検証並びに安全対策に当たって適切な支援・助言・関与を
求める意見書

・�国土交通省に対して、江ノ島電鉄の安全対策に係る江ノ島電鉄と地域住
民間に生じる問題について適切な対応を求める意見書

（決議）
・�北鎌倉隧道が所在する尾根の文化財的価値の公正な検証を求める決議
・�生活保護費盗難や不適切な事務処理など不祥事によって鎌倉市が市民か
らの信頼を著しく失墜させたことについて松尾市長に対して猛省を求め
る決議

・人道的行為を尽くされた杉原千畝さんを顕彰することに関する決議
（可決した意見書・決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください）

　

５
月
31
日
に
開
催
さ
れ

た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
第

92
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、

千
一
議
員
、
中
村
聡
一
郎
議

員
が
、
議
員
在
職
15
年
以
上

一
般
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し

た 全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

議
員
在
職
15
年
表
彰
を
受
章

梶原子ども会館


